
祖
侠
集
・
序
類
訳
注
稿
（
七
）

澤

井

啓

岡

本

光

生~~
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迭
三
土
伯
曄
歸
二
豐
城
一
序

士
伯
曄
者
豐
人
也
。
豐
諸
侯
小
國
、
小
笠
氏
最
大
、
而
小
笠
氏

造
二
伯
曄
世
↓
尚
有
二
東
西
二
侯
争
土
家
所
し
籍
、
蓋
東
侯
云
。

（

１

）

（

２

）

（

３

）

會
東
侯
莞
亡
レ
嗣
、
國
當
レ
除
。
口
朝
廷
迺
以
三
其
先
世
富
有
二
功

埼
玉
工
大
研
究
紀
要

一
、
今
回
は
次
の
二
点
を
取
上
げ
た
。

透
士
伯
曄
歸
豐
城
序
巻
十
一
／
享
保
九
年
．
一
七
二
四

縣
先
生
八
十
序
巻
九
／
享
保
十
年
・
一
七
二
五

な
お
、
贈
干
季
子
序
（
巻
十
一
之
二
／
享
保
十
年
）
に
つ
い

凡
祖
侠
集
・
序
類
訳
注
槁
（
七
）

例

（

４

）

（

５

）

（

６

）

（

７

）

（

８

）

鼎
革
際
↓
立
二
其
疏
属
子
弟
一
以
奉
二
其
祀
↓
僅
得
レ
比
二
於
附
庸

（

９

）

（

皿

）

（

ｕ

）

之
微
一
焉
。
於
レ
是
乎
國
盆
峻
削
、
不
し
得
し
畜
二
其
蕾
臣
世
族
之

（

吃

）

家
一
也
。
伯
曄
辞
二
其
家
大
人
一
來
二
東
都
一
學
レ
竪
、
糞
し
有
二
以
給

て
は
、
日
本
の
名
著
略
『
荻
生
祖
株
』
（
中
央
公
論
社
）
に

前
野
直
彬
氏
の
訳
文
が
所
収
さ
れ
て
お
り
、
日
本
思
想
大
系

邪
『
荻
生
祖
株
』
（
岩
波
書
店
）
に
西
田
太
一
郎
氏
の
訓
読

及
び
校
注
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
は
割
愛
し
た
。

澤 岡

本

光

生

井

啓

一
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（

昭

）

（

Ｍ

）

（

肥

）

水
寂
之
奉
一
哉
。
比
成
聰
爲
二
延
陵
上
客
↓
夫
葦
穀
下
エ
レ
建
者
、

（

肥

）

（

Ⅳ

）

故
當
有
二
素
封
之
稻
至
苛
飾
二
其
術
一
僖
焉
、
五
侯
之
饅
可
レ
鯖
也
。

尚
何
所
レ
病
二
家
大
人
之
養
一
哉
。
伯
曄
顧
迺
爲
三
上
二
客
延
陵
至
延

（

蝿

）

（

岨

）

（

釦

）

（

皿

）

（

泥

）

陵
在
二
豐
之
南
聿
道
除
所
二
經
縣
《
則
歳
時
巨
二
侯
家
述
職
《
庶
レ

（

昭

）

（

別

）

（

妬

）

可
下
以
便
し
道
歸
二
子
舍
中
《
得
中
家
大
人
旬
日
漱
上
者
、
是
其
志

（

妬

）

爲
レ
爾
。
伯
曄
既
已
在
二
延
陵
邸
中
壬
暇
則
愈
盆
自
奮
讃
し
害
、
秀

（

”

）

（

躯

）

（

鯛

）

（

鋤

）

通
二
壱
經
史
百
氏
之
言
↓
因
騨
二
力
於
文
章
一
彪
如
也
。
造
下
與
二

（

皿

）

（

鋤

）

（

銘

）

服
生
・
平
生
一
從
勝
相
友
姜
屋
時
時
迺
偕
ニ
ニ
生
者
一
來
見
レ
予
。

（

鋤

）

（

弱

）

予
故
識
下
其
非
中
重
し
梧
食
二
於
伎
一
人
上
也
、
盆
異
し
之
。
居
亡
し
何
、

（

調

）

辮
二
延
陵
一
就
二
豐
西
侯
聰
印
伯
曄
日
、
而
今
而
後
、
吾
得
し
事
二

（

釘

）

（

犯

）

吾
親
子
吾
家
一
哉
、
郷
之
置
二
吾
親
道
路
秀
↓
毎
來
往
廼
奉
一
一
其

（

調

）

（

伽

）

顔
色
↓
以
爲
レ
得
し
計
者
何
難
也
。
且
延
陵
侯
猶
待
二
年
其
邸
一
不
し

（

虹

）

（

蛇

）

（

“

）

（

“

）

就
レ
封
、
而
吾
親
二
其
待
一
邪
。
亦
何
問
一
脈
之
崇
庫
至
遂
委
し
質

（

妬

）

焉
。
人
或
病
下
其
學
二
先
王
之
道
一
而
無
七
所
し
施
・
猶
且
攝
竪
仕
一

也
。
是
錐
儒
之
論
已
。
予
則
謂
レ
不
し
然
。
夫
先
王
之
道
大
亡
レ

（

妬

）

對
。
而
孟
刺
氏
以
レ
説
千
二
諸
侯
一
也
。
與
二
楊
・
墨
一
争
焉
。
程
．

（

鞭

）

朱
氏
掲
二
心
性
一
以
行
二
天
下
一
也
、
與
二
佛
・
老
一
争
焉
。
之
二
者

（

岨

）

皆
自
小
者
也
。
小
斯
有
に
對
。
有
し
對
斯
炉
。
炉
斯
争
。
亦
何
肥

也
。
然
未
レ
聞
レ
有
二
與
レ
竪
争
者
宅
有
二
與
レ
竪
争
者
↓
自
二
錐
儒
氏
一

（

朔

）

（

卵

）

始
。
不
二
愈
順
一
乎
。
夫
儒
操
し
肌
、
盤
事
二
上
剤
一
皆
有
司
之
守

（

副

）

也
。
豈
能
行
し
道
邪
。
今
論
者
豈
謂
下
儒
仕
爲
中
皆
能
行
二
其
道
一

（

艶

）

（

銘

）

（

別

）

（

弱

）

者
上
邪
。
則
執
レ
經
講
レ
論
、
虚
者
何
拝
。
豈
謂
下
扶
二
文
辞
一
備
中
顧

（

弱

）

（

印

）

（

詔

）

問
上
邪
。
則
何
病
し
攝
レ
霊
・
唯
大
邦
官
事
不
レ
攝
、
小
邦
則
攝
。
固

（
弱
）

其
所
也
。
今
士
之
瞭
者
皆
兵
。
兵
而
攝
レ
儒
、
人
則
不
し
非
し
之
。

迺
非
二
夫
以
レ
鑿
攝
一
也
。
兵
與
レ
竪
何
樺
。
且
伯
曄
者
爲
二
其
親
一

（
帥
）
仕
者
也
。
迺
不
修
於
二
壱
邦
一
而
於
レ
豐
。
豐
之
東
西
侯
、
同
二
其

（

“

）

（

舵

）

出
自
一
亦
皆
其
先
人
所
二
嘗
服
事
一
之
邦
也
。
其
地
山
川
相
接
焉
。

（

鯛

）

（

“

）

（

髄

）

（

髄

）

（

師

）

難
鳴
狗
吠
之
聲
相
聞
焉
。
其
風
氣
謡
俗
相
若
焉
。
其
政
魯
・
衞

（
鯛
）
（
的
）
（
、
）

焉
。
其
人
親
戚
昏
購
朋
好
聯
焉
。
而
其
家
大
人
安
焉
。
家
大
人

所
し
安
、
伯
曄
安
レ
焉
。
豈
病
二
其
攝
乎
。
若
二
夫
先
王
之
道
一
用

（

、

）

則
行
し
之
、
舍
則
蔵
し
之
。
是
在
二
君
大
夫
一
耳
。
非
三
伯
曄
之
所
二

能
爲
一
也
。
故
伯
嘩
之
仕
、
難
腹
不
吟
能
レ
行
二
先
王
之
道
其
邦
一
哉
、

（

犯

）

亦
可
し
謂
下
能
以
二
先
王
之
道
一
守
二
其
身
一
者
上
也
。
書
云
、
孝
乎

（

沼

）

惟
孝
。
施
二
於
有
政
↓
則
伯
嘩
有
し
之
英
。
間
者
説
、
書
以
爲
二

（

汎

）

伯
曄
之
贈
↓
併
解
下
其
所
二
知
識
一
者
之
惑
埋
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〔

語

注

〕

（
１
）
禮
記
・
玉
藻
八
廟
中
齊
齊
、
朝
廷
濟
濟
翔
翔
Ｖ
ｏ
（
２
）
孔

子
家
語
・
五
儀
解
八
其
先
世
段
王
太
戊
Ｖ
ｏ
（
３
）
易
・
需
八
利

渉
大
川
、
往
有
功
Ｖ
◎
（
４
）
易
・
序
卦
八
革
物
者
莫
若
鼎
Ｖ
。

（
５
）
史
記
・
田
軍
傳
八
田
軍
者
、
齊
諸
田
疏
属
Ｖ
。
（
６
）
周
禮

・
地
官
・
師
氏
八
凡
國
之
貴
遊
子
弟
學
焉
Ｖ
ｏ
（
７
）
左
傳
・
成

公
・
十
三
年
八
奉
祀
干
晉
Ｖ
。
（
８
）
禮
記
・
王
制
八
不
能
五
十

里
者
、
不
合
於
天
子
、
附
於
諸
侯
、
日
附
庸
Ｖ
。
（
９
）
漢
書
・

董
仲
野
傳
八
民
日
削
月
腰
Ｖ
・
（
、
）
漢
書
・
劉
向
傳
八
上
以
我

先
帝
蕾
臣
、
毎
進
見
、
常
加
優
禮
Ｖ
・
（
Ⅱ
）
魏
志
・
武
宣
下
皇

后
紀
八
必
取
先
代
世
族
之
家
Ｖ
。
（
吃
）
（
班
固
）
東
都
賦
八
東

都
主
人
Ｖ
。
（
昭
）
禮
記
・
槽
弓
下
八
暖
寂
飲
水
、
課
其
歎
Ｖ
。

（
狸
）
漢
書
・
季
布
傳
八
布
乃
大
説
、
引
入
留
數
月
、
爲
上
客
Ｖ
。

（
鴫
）
（
司
馬
遷
）
報
任
安
書
八
僕
頼
先
人
緒
業
、
得
待
罪
萱
穀

下
、
二
十
餘
年
実
Ｖ
。
（
皿
）
史
記
・
貨
殖
傳
八
今
有
無
秩
緑
之

奉
爵
邑
之
入
、
而
樂
與
之
比
者
、
命
日
素
封
Ｖ
。
（
Ⅳ
）
西
京
雑

記
八
五
侯
不
相
能
、
賓
客
不
得
來
往
、
婁
護
豐
癖
、
傳
食
五
侯

間
、
各
得
其
獣
心
、
競
致
奇
膳
、
護
乃
合
以
爲
請
、
世
稻
五
侯

鯖
、
以
爲
奇
味
焉
Ｖ
。
（
肥
）
禮
記
・
儒
行
八
這
塗
不
箏
瞼
易
之

利
Ｖ
。
（
四
）
後
漢
書
・
橋
玄
傳
八
路
有
經
由
Ｖ
・
（
釦
）
史
記
・

高
祀
本
紀
八
令
郡
國
諸
侯
各
立
高
祀
廟
、
以
歳
時
祠
Ｖ
・
（
劃
）

（
司
馬
相
如
）
上
林
賦
八
眉
從
横
行
Ｖ
・
（
犯
）
孟
子
・
梁
恵
王
下

八
諸
侯
朝
於
天
下
、
日
述
職
Ｖ
。
（
調
）
漢
書
・
常
惠
傳
八
請
便

道
撃
之
Ｖ
。
（
型
）
史
記
・
寓
石
君
傳
八
歸
褐
親
、
入
子
舍
Ｖ
。

（
路
）
周
禮
・
地
官
・
泉
府
八
凡
畭
者
、
祭
祀
無
過
旬
日
Ｖ
。

（
妬
）
禮
記
・
文
王
世
子
八
冬
請
書
、
典
害
者
詔
之
Ｖ
・
（
”
）

（
韓
愈
）
柳
子
厚
墓
誌
銘
八
出
入
經
史
百
子
Ｖ
、
漢
書
・
叙
傳

下
八
緯
六
經
、
綴
道
綱
總
百
氏
、
賛
篇
章
Ｖ
、
（
韓
愈
）
讃
儀
禮

八
百
氏
雑
家
、
尚
有
可
取
、
況
聖
人
之
制
度
邪
Ｖ
・
（
犯
）
後
漢

書
・
承
宮
傳
八
後
與
妻
子
之
蒙
陰
山
、
騨
力
耕
種
Ｖ
。
（
羽
）
史

記
・
儒
林
傳
八
文
章
爾
雅
Ｖ
。
（
鋤
）
（
楊
雄
）
太
玄
經
八
炳
如
彪

如
尚
文
昭
如
車
服
庸
如
Ｖ
。
（
劃
）
史
記
・
鄙
生
傳
八
此
眞
吾
所

願
從
勝
Ｖ
。
（
犯
）
後
漢
書
・
郭
太
傳
八
乃
勝
於
洛
陽
、
始
見
河

南
尹
李
暦
。
膳
大
奇
之
、
遂
相
友
善
Ｖ
・
（
詔
）
白
虎
通
・
文
質

八
大
小
國
諸
侯
、
皆
來
見
Ｖ
。
（
弘
）
史
記
・
貨
殖
傳
八
醤
方
諸

食
技
術
之
人
、
焦
榊
極
能
、
重
糟
也
Ｖ
。
（
弱
）
漢
書
・
崔
方
進



26

傳
八
居
亡
何
Ｖ
。
（
調
）
論
語
・
泰
伯
八
而
今
而
後
、
吾
知
見

夫
、
小
子
Ｖ
・
（
師
）
（
柳
宗
元
）
伯
祀
批
趙
郡
李
夫
人
墓
誌
銘

八
自
楊
州
至
干
京
師
、
道
路
邇
疾
Ｖ
。
（
犯
）
（
張
説
）
蜀
道
後
期

八
客
心
零
日
月
、
來
往
預
期
程
Ｖ
。
（
調
）
論
語
・
泰
伯
八
正
顔

色
、
斯
近
信
実
Ｖ
。
（
伽
）
（
厩
陽
脩
）
論
修
河
第
三
壯
八
惟
治
堤

順
水
爲
得
計
Ｖ
。
（
似
）
史
記
・
周
公
世
家
八
周
公
不
就
封
、
留

佐
武
王
Ｖ
・
（
蝿
）
孔
子
家
語
・
致
思
八
子
欲
養
而
親
不
待
Ｖ
・

（
蝿
）
（
韓
愈
）
進
學
解
八
商
財
賄
之
有
亡
、
計
班
資
之
崇
庫
Ｖ
。

（
“
）
左
傳
・
僖
公
・
二
十
三
年
八
策
名
委
質
Ｖ
。
（
妬
）
（
杜
甫
）

贈
司
空
王
公
思
禮
八
滝
關
初
漬
散
、
萬
乘
猶
畔
易
、
偏
碑
無
所

施
、
元
帥
見
手
格
Ｖ
。
（
妬
）
孟
子
・
滕
文
公
下
八
天
下
之
言
、

不
歸
楊
、
則
歸
墨
Ｖ
・
（
卿
）
（
韓
愈
）
進
學
解
八
離
排
異
端
、
撰

斥
佛
老
Ｖ
。
（
銘
）
（
韓
愈
）
原
道
八
老
者
日
、
孔
子
吾
師
之
弟
子

也
。
佛
者
日
、
孔
子
吾
師
之
弟
子
也
。
爲
孔
子
者
、
習
其
説
、

樂
其
誕
而
自
小
也
Ｖ
。
（
蝿
）
（
陸
機
）
文
賦
八
操
肌
以
率
爾
Ｖ
・

（
別
）
論
語
・
泰
伯
八
邊
豆
之
事
、
則
有
司
存
Ｖ
。
（
副
）
孝
經

八
立
身
行
道
Ｖ
。
（
砲
）
後
漢
書
・
儒
林
傳
八
帝
正
座
自
講
、
諸

儒
執
經
、
問
難
干
前
Ｖ
。
（
粥
）
漢
書
・
馴
向
傳
八
受
穀
染
講
論

五
經
干
石
渠
Ｖ
・
（
別
）
孟
子
・
染
恵
王
上
八
王
若
隠
其
無
罪
而

就
死
地
、
則
牛
羊
何
澤
焉
Ｖ
。
（
弱
）
漢
書
・
匡
衡
傳
八
儒
術
文

辞
Ｖ
。
（
弱
）
後
漢
書
・
章
帝
紀
八
皆
欲
置
於
左
右
、
顧
問
省

納
Ｖ
・
（
師
）
書
・
武
成
八
大
邦
畏
其
力
、
小
邦
懐
其
徳
Ｖ
。

（
記
）
論
語
・
八
倫
八
官
事
不
攝
Ｖ
・
（
弱
）
左
傳
・
襄
公
二
十
三

年
八
濡
子
秩
固
其
所
也
Ｖ
・
（
㈹
）
孔
子
家
語
・
致
思
八
家
貧
親

老
、
不
澤
緑
而
仕
Ｖ
。
（
価
）
左
傳
・
昭
公
十
六
年
八
昔
我
先
君

桓
公
與
商
人
、
皆
出
自
周
Ｖ
。
（
舵
）
論
語
・
泰
伯
八
三
分
天

下
、
有
其
二
、
以
服
事
設
Ｖ
・
（
鈴
）
老
子
八
郷
國
相
菫
、
難
犬

之
聲
相
聞
Ｖ
。
（
“
）
漢
書
・
律
歴
志
八
至
治
之
世
、
天
地
之
氣

合
以
生
風
、
天
地
之
風
氣
正
、
十
二
律
定
Ｖ
・
（
鮪
）
史
記
・
貨

殖
傳
八
人
民
謡
俗
、
山
東
食
海
醗
、
山
西
雷
歯
Ｖ
・
（
髄
）
孟
子

・
滕
文
公
上
八
布
帛
長
短
同
、
則
買
相
若
Ｖ
・
（
師
）
論
語
・
子

路
八
魯
衞
之
政
兄
弟
也
Ｖ
。
（
船
）
禮
記
・
曲
禮
上
八
故
州
閻
郷

黛
稻
其
孝
也
、
兄
弟
親
戚
稲
其
慈
也
Ｖ
。
（
的
）
易
・
屯
八
匪
志

婚
購
Ｖ
。
（
、
）
（
顔
延
之
）
和
謝
監
霊
運
八
人
肺
幽
明
絶
、
朋
好

雲
雨
乖
Ｖ
・
（
刑
）
論
語
・
述
而
八
用
之
則
行
、
舍
之
則
蔵
Ｖ
。

（
犯
）
孟
子
・
離
婁
上
八
守
身
爲
大
Ｖ
・
（
ね
）
書
・
君
陳
八
惟
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（

１

）

土
伯
曄
の
豊
城
に
帰
る
を
送
る
の
序

（

２

）

土
伯
曄
（
土
屋
昌
英
）
は
、
豊
の
国
の
人
で
あ
る
。
豊
前
・

豊
後
は
小
大
名
が
多
い
が
、
な
か
で
は
、
小
笠
原
氏
が
最
大
で

あ
り
、
伯
曄
の
世
代
に
い
た
る
ま
で
、
小
笠
原
氏
は
東
西
の
二

（

３

）

系
に
別
れ
て
い
た
。
土
伯
曄
の
家
が
仕
え
て
い
た
の
は
、
東
の

中
津
侯
と
い
う
こ
と
だ
。
た
ま
た
ま
、
中
津
侯
が
跡
継
ぎ
の
な

い
ま
ま
亡
く
な
り
、
藩
は
断
絶
さ
れ
ん
と
し
た
。
朝
廷
（
幕
府
）

は
、
そ
の
先
祖
が
、
「
鼎
革
」
（
大
阪
の
陣
）
の
際
、
戦
功
が
あ

っ
た
ゆ
え
を
以
て
、
親
族
の
も
の
を
立
て
て
、
そ
こ
で
そ
の
祖

先
の
祀
り
を
奉
じ
、
わ
ず
か
に
小
大
名
と
し
て
残
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
国
は
ま
す
ま
す
削
ら
れ
、
代
々
の

旧
臣
・
世
族
の
家
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
伯
曄
は
、
父
君
の
も
と
を
辞
し
、
東
都
（
江
戸
）
に

来
て
、
医
術
を
学
ん
だ
。
医
者
と
な
っ
て
、
父
君
を
養
っ
て
い

き
た
い
と
願
っ
た
の
で
あ
る
。

孝
、
友
子
兄
弟
、
克
施
有
政
Ｖ
。
（
別
）
墨
子
・
天
志
上
八
然
且

親
戚
兄
弟
所
知
識
、
共
相
倣
戒
Ｖ
。

ほ
ど
へ
て
医
術
を
修
得
す
る
と
、
上
客
と
し
て
延
陵
（
延
岡
）

に
招
か
れ
た
。
そ
も
そ
も
、
東
都
（
江
戸
）
に
お
い
て
医
術
に

（

４

）

巧
設
な
る
も
の
は
、
古
く
か
ら
「
素
封
」
の
称
が
あ
る
ほ
ど
で

あ
っ
て
、
医
術
を
巧
妙
に
売
り
込
め
ば
諸
侯
か
ら
の
贈
り
物
す

ら
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。
父
君
の
養
育
な
ど
、
な
ん
の
心
配

も
な
い
の
だ
。
伯
曄
は
、
し
か
し
、
延
陵
の
上
客
と
な
っ
た
。

延
陵
は
豊
後
の
南
に
あ
り
、
豊
後
か
ら
の
街
道
の
通
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
藩
主
の
参
勤
交
代
に
従
っ
て
、
道
す
が
ら
、

十
日
ほ
ど
父
君
の
も
と
を
訪
ね
、
と
も
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
と
い
う
の
が
そ
の
考
え
な
の
で
あ
っ
た
。

伯
曄
は
〔
江
戸
の
〕
藩
邸
に
い
た
の
だ
が
、
暇
な
と
き
に
は

熱
心
に
読
書
し
、
経
史
の
書
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
書
物
に
あ
ま

ね
く
通
じ
、
そ
し
て
力
を
尽
く
し
、
あ
で
や
か
で
美
し
い
文
章

（

５

）

を
綴
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
服
生
（
服
部
南
郭
）
、
平
生
（
平
野

（
６
）

金
華
）
と
交
遊
を
結
び
、
し
ば
し
ば
二
人
と
と
も
に
私
の
も
と

訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
、
か
く
て
、
か
れ
が
医
術
を
も

っ
て
仕
え
た
の
は
重
禄
に
惹
か
れ
て
の
こ
と
で
は
な
い
、
と
い

う
こ
と
を
知
り
、
ま
す
ま
す
か
れ
を
秀
れ
た
人
物
だ
と
判
断
し
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た
の
だ
。
ま
も
な
く
延
陵
を
辞
し
、
豊
西
の
小
倉
侯
の
聰
に
応

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

伯
曄
は
「
こ
れ
か
ら
の
ち
、
わ
が
家
に
お
い
て
わ
が
親
に
事

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
き
に
は
わ
が
親
を
延
陵
と
の
往
復
の

道
中
に
置
き
、
し
ば
ら
く
様
子
を
伺
い
、
孝
養
を
尽
く
そ
う
と

考
え
た
が
、
な
か
な
か
困
難
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
延
陵
侯
は
、

成
人
す
る
ま
で
〔
江
戸
の
〕
藩
邸
に
お
ら
れ
、
封
国
に
帰
ら
な

（

７

）

い
の
で
あ
り
、
私
の
親
は
そ
れ
を
待
て
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す

れ
ば
、
禄
の
高
卑
な
ど
問
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
」
と
言
い
、
か

く
て
〔
小
倉
侯
に
〕
仕
官
し
た
。

先
生
の
道
を
学
ん
で
、
そ
れ
を
行
う
立
場
に
立
て
ず
、
し
か

も
医
者
と
し
て
の
職
務
も
兼
ね
る
、
そ
う
い
う
仕
官
を
よ
し
と

（

８

）

し
な
い
も
の
も
い
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
洛
儒
氏
（
伊
藤
仁

斎
）
の
議
論
に
し
か
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
私
は
、
そ
う
は

思
わ
な
い
。

そ
も
そ
も
、
先
生
の
道
は
「
大
」
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一

切
を
包
摂
す
る
。
し
か
る
に
孟
鞆
氏
は
戦
国
の
諸
侯
に
弁
説
を

も
っ
て
仕
官
し
よ
う
と
し
、
楊
・
墨
と
論
争
し
た
。
程
・
朱
の

両
氏
は
「
心
」
・
「
性
」
の
論
を
天
下
に
広
め
よ
う
と
し
、
仏
・

老
と
論
争
し
た
。
孟
刺
、
程
・
朱
の
各
氏
は
ゑ
な
、
ゑ
ず
か
ら

「
小
」
な
る
も
の
と
限
定
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
「
小
」
な

る
も
の
と
限
定
し
て
し
ま
え
ば
、
包
摂
し
え
な
い
対
立
が
生
ず

る
。
対
立
が
生
ず
れ
ば
、
嫉
糸
が
生
じ
、
争
い
が
生
ま
れ
る
。

な
ん
と
心
の
狭
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て

も
、
い
ま
だ
医
者
と
争
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
な

い
。
医
者
と
争
う
の
は
、
洛
儒
氏
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
り
、

ま
す
ま
す
心
が
狭
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
、
儒
者
が
文
章
を
つ
づ
り
、
医
者
が
薬
剤
を
調
合

す
る
の
は
、
ゑ
な
「
有
司
」
（
下
級
の
吏
）
の
職
務
で
あ
る
。

〔
儒
者
も
医
者
も
〕
「
道
」
を
行
う
こ
と
な
ど
で
き
は
し
な
い
の

だ
。
今
、
儒
者
と
し
て
仕
え
る
こ
と
は
、
ゑ
な
「
道
」
を
行
え

る
立
場
に
つ
く
こ
と
だ
、
と
主
張
す
る
論
者
は
い
な
い
で
あ
ろ

う
。
と
す
れ
ば
、
経
を
手
に
し
、
論
を
講
ず
る
こ
と
に
お
い
て

は
、
儒
者
と
し
て
仕
え
よ
う
と
、
医
者
と
し
て
仕
え
よ
う
と
、

ど
の
よ
う
な
地
位
に
あ
ろ
う
と
、
何
の
相
違
も
な
い
の
だ
。

〔
儒
者
と
し
て
仕
え
る
こ
と
は
〕
あ
で
や
か
な
言
辞
を
拾
い
上
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げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
主
君
の
諮
問
に
備
え
る
こ
と
だ
、
と
主

張
す
る
も
の
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
医
者
を
兼
ね

る
こ
と
を
悩
む
こ
と
は
な
い
。
た
し
か
に
大
邦
は
職
務
を
兼
任

し
な
い
が
、
〔
小
倉
藩
の
よ
う
な
〕
小
邦
は
兼
任
す
る
。
そ
れ

ぞ
れ
に
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
だ
。
今
、
士
が

禄
を
食
ん
で
い
る
の
は
、
朶
な
兵
士
と
し
て
で
あ
る
。
兵
士
で

あ
っ
て
儒
を
兼
ね
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
人
は
非
難
し
な
い
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
〔
儒
者
が
〕
医
者
を
兼
ね
る
こ
と
に
つ
い

て
非
難
す
る
。
兵
と
医
と
、
な
ん
の
か
わ
り
も
な
い
で
は
な
い

か
。さ

ら
に
ま
た
、
伯
曄
は
、
親
の
た
め
に
仕
官
す
る
の
で
あ

り
、
だ
か
ら
ほ
か
の
邦
で
は
な
く
、
豊
の
国
に
仕
え
る
の
で
あ

る
。
豊
の
国
の
東
西
の
両
諸
侯
は
、
と
も
に
出
自
を
同
じ
く
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ま
た
ど
ち
ら
も
、
〔
土
伯

曄
の
〕
先
祖
が
か
っ
て
仕
え
た
諸
侯
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
山

川
は
た
が
い
に
接
し
、
鶏
や
犬
の
鳴
き
声
も
相
聞
こ
え
、
土
地

の
風
俗
も
相
等
し
い
。
そ
の
政
の
類
似
し
て
い
る
さ
ま
は
、
あ

た
か
も
魯
と
衛
と
の
ご
と
く
で
あ
る
。
人
々
は
た
が
い
に
親
戚

で
あ
り
、
姻
戚
で
あ
り
、
ま
た
友
人
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
の

う
え
父
君
は
安
心
さ
れ
る
。
父
君
が
安
心
さ
れ
れ
ば
、
伯
曄
も

安
心
す
る
。
医
を
兼
ね
る
こ
と
な
ど
悩
む
こ
と
は
な
い
。
か
の

先
生
の
道
に
お
い
て
、
君
主
に
用
い
ら
れ
た
と
き
に
は
そ
れ
を

行
い
、
用
い
ら
れ
な
い
と
き
に
は
、
引
き
籠
も
る
。
用
い
ら
れ

る
か
、
用
い
ら
れ
な
い
か
は
君
主
や
大
夫
に
よ
る
の
だ
。
伯
嘩

に
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
、
伯
曄
の
仕

官
は
、
そ
の
邦
に
先
生
の
道
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て

も
、
し
か
し
、
先
生
の
道
に
よ
っ
て
そ
の
身
を
守
る
も
の
と
言

え
る
。
書
経
に
「
孝
行
よ
、
孝
行
よ
、
そ
れ
を
政
治
に
及
ぼ

す
」
と
あ
る
が
、
伯
曄
は
そ
う
な
の
で
あ
る
。

〔
私
が
以
上
の
よ
う
に
述
べ
る
と
〕
聞
い
て
い
る
も
の
は
喜

ん
だ
。そ

こ
で
、
そ
れ
を
害
し
て
伯
嘩
へ
の
贈
り
物
と
し
、
あ
わ
せ

て
伯
曄
の
友
人
た
ち
の
惑
い
を
解
く
の
で
あ
る
。

〔

訳

注

〕

（
１
）
こ
の
序
が
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
に
著
さ
れ
た
も
の
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で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
平
石
直
昭
『
荻
生
祖
妹
年
譜
考
』

享
保
九
年
の
条
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
土
伯
曄
、
土
屋
昌
英
の
こ
と
。
昌
英
、
字
は
伯
曄
、
号

は
藍
洲
。
貞
享
二
二
六
八
五
）
年
に
生
ま
れ
、
宝
暦
十
一

（
一
七
六
二
年
、
七
六
歳
で
没
し
た
。

（
３
）
大
阪
の
陣
に
あ
っ
て
、
父
秀
政
、
兄
忠
脩
（
両
名
と
も

戦
死
）
と
と
も
に
戦
功
の
あ
っ
た
小
笠
原
忠
真
（
徳
川
家
康

の
曽
孫
）
は
、
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
、
九
州
の
抑
え
と

し
て
播
磨
明
石
か
ら
豊
前
小
倉
十
五
万
石
に
加
増
転
封
さ

れ
、
幕
末
ま
で
続
い
た
。
ま
た
忠
脩
の
子
、
長
次
も
同
年
、

播
磨
龍
野
か
ら
豊
前
中
津
八
万
石
に
加
増
転
封
さ
れ
た
。
し

か
し
、
元
禄
十
一
二
六
九
八
）
年
、
長
次
の
孫
、
三
代
目

長
胤
の
と
ぎ
、
そ
の
「
行
状
よ
る
し
か
ら
ず
、
か
つ
家
中
の

制
度
も
正
し
か
ら
ざ
る
の
條
台
聴
に
達
す
る
を
以
て
」
（
『
寛

政
重
修
家
譜
』
）
封
地
を
没
収
さ
れ
、
同
年
、
同
族
長
円
が

改
め
て
中
津
四
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
五
代
目
長
墓
は
正
徳

三
（
一
七
一
三
）
年
三
歳
に
し
て
裏
封
し
た
が
、
享
保
元

（
一
七
一
六
）
年
、
後
嗣
の
な
い
ま
ま
早
世
し
、
封
地
を
没

収
さ
れ
た
。
同
二
二
七
一
七
）
年
、
弟
長
興
が
改
め
て
播

磨
安
志
（
今
の
兵
庫
県
宍
栗
郡
安
富
町
）
一
万
石
に
封
ぜ
ら

れ
、
幕
末
に
至
っ
た
。
以
上
は
『
寛
政
重
修
家
譜
』
に
よ

う
（
》
Ｏ土

伯
曄
が
中
津
か
ら
江
戸
に
出
て
、
医
術
を
学
び
、
さ
ら

に
延
岡
藩
に
医
官
と
し
て
仕
え
た
経
由
は
、
祖
裸
の
文
に
よ

る
と
「
中
津
藩
は
跡
継
ぎ
無
き
が
た
め
、
減
封
さ
れ
、
父
は

浪
人
し
、
伯
曄
は
江
戸
に
出
た
」
と
読
め
る
が
、
こ
れ
は
一

連
の
経
由
に
つ
い
て
誤
解
を
生
む
説
明
で
あ
る
。
平
野
金
華

の
「
送
土
伯
嘩
帰
豐
城
序
」
を
参
照
す
れ
ば
、
経
由
は
以
下

の
ご
と
く
で
あ
ろ
う
。
土
伯
曄
の
父
、
彦
玉
は
元
禄
十
一
年

の
減
封
の
さ
い
に
「
病
」
と
い
う
名
目
で
中
津
藩
を
免
ぜ
ら

れ
、
息
子
の
伯
嘩
は
、
年
二
十
に
な
ら
ず
し
て
志
を
立
て
、

江
戸
に
赴
き
、
医
術
を
修
得
し
た
。
後
年
、
中
津
藩
の
新
藩

主
長
菖
の
襲
封
に
さ
い
し
、
伯
曄
は
中
津
藩
に
仕
え
た
。
し

か
し
、
三
年
に
し
て
藩
主
は
卒
し
、
後
嗣
無
き
に
よ
り
、
国

は
除
か
れ
、
改
め
て
同
族
長
円
が
播
磨
安
志
一
万
石
に
封
ぜ

ら
れ
、
伯
曄
は
浪
人
し
た
。
い
く
ば
く
も
な
く
し
て
薦
め
る
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縣
先
生
八
十
序

（

１

）

是
歳
次
公
復
從
二
侯
述
職
一
來
二
子
東
一
也
、
越
二
九
月
一
將
レ
還
。

（

２

）

（

３

）

乃
請
レ
予
日
、
家
大
人
齢
已
及
レ
毫
芙
。
孝
儒
貧
、
無
二
以
爲
Ｐ
壽
。

（

４

）

請
二
先
生
之
一
頁
以
爲
二
家
大
人
罐
至
予
惟
始
次
公
之
從
レ
予
勝
也
、

（

５

）

縣
先
生
乃
一
造
し
予
以
相
見
、
距
二
干
今
一
殆
且
二
二
十
有
餘
年
一

（

６

）

（

７

）

（

８

）

実
。
間
今
次
公
學
大
孚
二
千
上
下
《
日
横
二
經
君
大
夫
所
《
暑
弗
二

人
が
あ
っ
て
、
伯
嘩
は
延
岡
藩
に
仕
え
た
。

（
４
）
「
素
封
」
と
は
語
注
（
一
六
）
に
も
あ
る
よ
う
に
爵
禄
な

く
し
て
そ
の
富
が
王
侯
に
匹
敵
す
る
も
の
を
言
う
。
民
間
の

医
者
が
経
済
的
に
富
裕
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
た
と
え
ば

「
送
長
藩
医
仲
邨
玄
與
序
」
な
ど
に
も
翠
ら
れ
る
。

（
５
）
服
部
南
郭
に
「
送
土
伯
曄
帰
豊
城
序
」
（
『
南
郭
文
集
』

初
編
巻
七
）
、
書
簡
「
答
土
伯
曄
」
（
初
編
巻
十
）
書
簡
「
報

土
伯
朧
」
（
初
編
巻
十
）
が
あ
る
。

（
６
）
平
野
金
華
に
五
言
古
詩
「
贈
土
伯
曄
」
二
首
『
金
華

稿
冊
』
巻
一
）
、
七
言
律
詩
「
得
伯
曄
耆
」
（
同
巻
二
）
、
七

言
絶
句
「
送
土
伯
曄
帰
豊
城
」
二
首
（
同
巻
三
）
、
「
送
土
伯

（

８

）

（

９

）

（

、

）

（

ｕ

）

暹
給
一
而
閣
中
諸
子
弟
來
受
レ
業
者
、
履
恒
盈
レ
戸
。
値
二
其
亡
一

（

昭

）

（

喝

）

不
二
肯
還
一
以
挨
、
則
縣
先
生
爲
レ
之
口
二
授
句
逗
一
日
、
吾
其
代
二

（

ｕ

）

（

鳩

）

孝
儒
努
一
哉
。
以
下
次
公
之
從
二
侯
述
職
一
東
西
無
寧
虚
歳
埣
而
縣

氏
之
徒
、
比
二
壱
博
士
掩
修
國
者
一
猫
盛
以
レ
此
。
憶
縣
先
生
年
二

（

略

）

（

Ⅳ

）

Ｊ

長
於
予
一
二
十
許
、
今
既
八
十
邪
、
何
壯
也
。
予
則
僅
耆
懲
甚
、

曄
帰
豊
城
序
」
（
同
巻
四
）
が
あ
る
。

（
７
）
延
岡
藩
の
藩
主
、
牧
野
成
央
が
、
享
保
四
（
一
七
一
九
）

年
、
年
二
一
歳
に
し
て
没
し
た
あ
と
、
貞
通
が
同
年
、
十
三

歳
に
し
て
延
岡
藩
八
万
石
の
藩
主
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
襲

封
の
の
ち
、
七
年
間
は
封
地
に
赴
か
ず
、
享
保
十
一
（
一
七

二
六
）
年
、
初
め
て
赴
い
た
。
祖
侠
が
本
文
で
言
及
し
た
の

は
こ
う
し
た
事
態
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
８
）
洛
儒
氏
と
は
、
伊
藤
仁
斎
を
指
す
。
か
れ
に
寛
文
四

（
一
六
六
四
）
年
六
月
の
日
付
の
「
儒
医
弁
」
（
『
古
学
先
生
文

集
』
巻
三
）
が
あ
る
。

（

岡

本

）
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（
鴫
）
（
岨
）
（
釦
）

一
切
謝
二
生
徒
《
以
絶
レ
物
胎
レ
誼
、
又
何
異
也
。
且
今
教
者
、

（

皿

）

（

配

）

（

認

）

（

別

）

皆
不
三
肯
躬
親
授
二
回
婆
下
し
帷
深
居
、
牢
見
二
其
面
↓
乃
以
二

（

妬

）

（

坊

）

（

”

）

（

躯

）

弟
子
久
次
一
而
使
二
之
代
一
是
常
耳
。
今
學
者
訓
故
貿
飢
、
章
句

（

調

）

（

鋤

）

（

狐

）

（

犯

）

卯
し
又
、
職
此
之
由
。
夫
皐
比
之
上
、
高
諏
砂
論
、
秀
若
し
無
し

（

詔

）

（

弧

）

人
、
望
シ
之
尊
据
。
乃
執
能
屑
屑
然
日
與
二
群
童
子
一
偕
、
逐
レ
行

（

語

）

（

調

）

（

釘

）

（

銘

）

（

的

）

尋
し
墨
、
順
二
昂
其
首
↓
吾
伊
聲
承
二
其
胎
一
以
攝
儒
、
一
章
数
十

（

㈹

）

（

似

）

（

蛇

）

（

妃

）

過
、
尚
且
諄
諄
乎
弗
レ
已
也
。
縣
先
生
久
已
傲
然
鰯
二
大
邦
師
氏
↓

（

“

）

乃
以
二
次
公
一
從
二
予
勝
一
也
。
居
常
推
し
之
以
爲
シ
弗
レ
及
、
卑

（

妬

）

（

妬

）

（

卿

）

（

蛤

）

以
自
牧
、
誰
讓
以
シ
之
。
父
子
之
際
雄
二
天
性
《
教
而
弗
レ
制
、

（

⑲

）

（

帥

）

無
し
遺
二
細
物
一
其
諸
古
有
道
君
子
之
行
、
非
邪
。
且
縣
先
生
長
二

（

団

）

於
予
一
二
十
許
、
雛
し
不
二
我
學
一
乎
、
其
亦
知
レ
我
焉
。
不
し
爾
、

（

艶

）

其
必
固
守
し
所
し
間
、
不
し
知
二
世
載
レ
文
以
避
《
謂
一
是
我
職
一
也
、

（

田

）

而
欲
二
身
自
效
声
之
。
父
子
相
難
、
如
二
向
・
敵
異
彦
見
、
必
不
し

（

別

）

（

弱

）

爾
也
。
蓋
縣
先
生
先
獲
二
我
心
一
者
也
。
顧
謙
讓
未
レ
逵
、
竣
二
其

（

弱

）

（

師

）

（

認

）

子
一
以
發
。
不
し
爾
、
士
所
二
猫
見
一
昭
曠
三
公
不
し
易
。
豈
肯
執
し

（

弱

）

（

帥

）

（

団

）

射
執
レ
御
、
不
し
誹
二
其
卑
毛
汝
出
我
庭
、
一
左
一
右
、
各
更
二
其

爲
《
以
底
二
其
成
一
也
。
是
縣
先
生
難
し
不
二
我
レ
學
乎
、
既
先
獲
二

（

腿

）

（

銘

）

（

“

）

我
心
一
焉
。
假
使
微
二
吾
子
之
請
↓
予
何
已
乎
。
袰
者
次
公
居
二
予

塾
中
二
二
年
乃
歸
。
蹄
五
年
、
値
一
朝
鮮
聰
使
之
來
一
也
。
舟
泊
二

（

妬

）

（

卯

）

（

師

）

赤
關
《
其
人
素
孵
し
姻
二
文
學
↓
於
レ
是
海
内
學
士
、
砥
二
其
藝
一

（

銘

）

（

的

）

以
求
二
一
相
巻
里
次
公
亦
且
往
試
し
之
、
則
彼
逵
巡
不
三
敢
當
二
其

（

、

）

（

刑

）

鋒
一
由
し
此
次
公
名
隆
隆
以
起
、
諸
海
内
學
士
、
莫
レ
右
下
不
し
識
二

（

犯

）

（

沼

）

（

科

）

其
名
一
者
卸
久
シ
之
、
今
侯
盆
郷
二
文
學
一
築
二
宮
其
剛
中
一
以
館
二

（

布

）

（

布

）

（

万

）

（

汚

）

（

刃

）

國
子
↓
既
稟
孵
し
之
。
歳
時
祀
二
先
聖
先
師
｛
惟
湘
、
則
國
人
蟇

（

帥

）

（

甑

）

然
化
し
之
、
蓋
次
公
與
有
シ
カ
焉
。
而
諸
受
二
業
次
公
一
者
、
若
二

（

塊

）

（

脇

）

和
某
・
田
某
・
井
某
等
一
数
十
人
、
彬
彬
然
以
興
、
弦
訓
之
聲
、

（

別

）

（

妬

）

（

師

）

（

師

）

逹
二
諸
四
垂
星
假
レ
之
數
年
、
行
將
下
軟
二
西
京
《
比
中
隆
東
都
必

（

肥

）

（

開

）

何
其
盛
也
。
縣
先
生
質
使
レ
之
焉
。
夫
士
居
則
執
不
レ
云
二
吾
有
咳

（
卯
）
（
虹
）
（
蛇
）
（
鯛
）
（
鯉
）
（
妬
）

志
焉
。
方
今
海
内
無
し
事
、
士
大
夫
皆
世
し
祗
世
レ
官
。
官
無
二
知

（

妬

）

愚
〈
各
守
二
其
成
記
故
昇
平
百
年
、
人
無
二
知
愚
一
亦
百
年
。
所
し

（

師

）

（

肥

）

乏
者
人
、
而
士
職
微
秩
卑
。
有
し
志
何
能
爲
。
萬
一
遭
遇
、
陳
し

（
的
）
（
川
）
（
皿
）
（
川
）

力
就
レ
列
、
任
使
無
し
人
。
拮
据
猫
努
、
亦
將
何
能
爲
、
是
昇
平

（

Ⅷ

）

（

Ⅷ

）

之
憂
也
。
是
以
文
王
作
し
人
、
仲
尼
樂
レ
育
二
英
才
争
故
日
、
學

（

Ⅷ

）

（

Ⅷ

）

校
者
治
之
本
也
、
儒
者
之
事
也
。
以
レ
此
槻
し
之
、
吾
黛
士
、
獲
三

（

川

）

（

川

）

志
能
行
二
於
當
世
一
者
、
宜
レ
莫
二
次
公
若
一
也
。
縣
先
生
其
樂
乎
。

（

川

）

傳
日
、
知
者
樂
、
仁
者
壽
。
縣
先
生
可
レ
謂
レ
兼
し
之
已
。
若
下
夫
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〔

語

注

〕

（
１
）
左
傳
・
昭
公
五
年
八
小
有
述
職
、
大
有
巡
功
Ｖ
、
孟
子
・

梁
恵
王
下
（
告
子
下
）
八
諸
侯
朝
於
天
子
日
述
職
Ｖ
。
（
２
）
類

書
纂
要
八
自
穗
父
日
、
家
君
・
家
大
人
・
尊
家
・
家
嚴
・
老

父
Ｖ
。
（
３
）
禮
記
・
曲
禮
上
八
八
十
・
九
十
日
老
Ｖ
ｏ
（
４
）
史

（
川
）
（
川
）
（
肥
）
（
噸
）
（
川
）
（
鮪
）
（
Ⅷ
）

世
俗
所
二
稀
道
一
童
顔
費
須
髪
、
健
吸
食
、
行
歩
術
術
、
男
女
畢
二

（

Ⅳ

）

（

叩

）

（

咽

）

（

剛

）

婚
嫁
↓
日
坐
二
堂
白
姜
含
レ
飴
弄
レ
孫
、
娯
中
其
餘
年
必
亦
何
足
し

言
哉
。
臨
二
次
公
之
行
《
乃
賦
二
詩
八
章
一
以
授
し
之
、
停
下
調
二
於

（

皿

）

縣
先
生
前
一
侑
中
之
酒
煙

（

”

）

（

噸

）

（

伽

）

蜑
二
彼
弗
宮
『
維
候
經
始
、
維
斯
毫
士
、
師
氏
所
し
黙
。

（

畑

）

（

恥

）

（

”

）

剥
宮
既
落
、
金
石
有
し
縣
、
青
青
者
衿
、
威
儀
可
レ
選
。

（

剛

）

（

剛

）

干
弦
干
歌
、
青
青
者
衿
、
黄
烏
來
止
、
下
二
上
其
幸
且

（

剛

）

（

剛

）

（

咄

）

（

蝿

）

礁
二
彼
杏
壇
↓
有
華
其
刷
、
青
青
者
衿
、
時
雍
二
於
愛
印

（

剛

）

（

鯛

）

青
青
者
衿
、
鯵
号
有
作
、
維
斯
師
氏
、
與
侯
偕
樂
。

（

咄

）

（

剛

）

（

畑

）

所
し
樂
維
何
、
狂
簡
成
章
、
濟
濟
多
士
、
邦
家
之
群
。

（

剛

）

（

Ⅷ

）

（

剛

）

其
群
維
何
、
鳳
邪
唐
邪
、
等
而
下
し
之
、
有
偉
彪
如
。

（

唖

）

（

鵬

）

（

剛

）

（

鵬

）

（

咄

）

維
昔
老
彰
、
造
し
士
三
千
、
師
氏
錫
し
類
、
侯
萬
斯
年
。

記
・
五
宗
世
家
八
山
東
諸
儒
、
多
從
之
辨
Ｖ
ｏ
（
５
）
禮
記
・
曲

禮
下
八
諸
侯
未
及
期
相
見
日
遇
Ｖ
、
左
傳
・
誕
公
二
七
年
八
請

晉
楚
之
從
、
交
相
見
也
Ｖ
。
（
６
）
害
・
洛
詰
八
惟
公
徳
明
、
光

子
上
下
Ｖ
、
禮
記
・
聰
義
「
孚
尹
秀
遠
」
注
八
芋
、
謂
玉
采
色

也
Ｖ
。
（
７
）
北
齊
書
・
儒
林
傳
序
八
横
經
受
業
之
侶
、
遍
於
郷

邑
Ｖ
。
（
８
）
禮
記
・
曲
鵬
下
八
君
大
夫
之
子
、
不
敢
自
稻
日
余

小
子
Ｖ
。
（
８
）
書
・
無
逸
八
自
朝
至
干
日
中
長
、
不
暹
暇
食
Ｖ
、

漢
書
・
王
恭
傳
下
「
不
給
復
憂
盗
賊
治
官
事
」
注
八
師
古
日
、

給
、
暇
也
Ｖ
ｏ
（
９
）
孟
子
・
告
子
下
八
願
留
而
受
業
於
門
Ｖ
、

荘
子
・
漁
父
八
請
因
受
業
Ｖ
。
（
岨
）
荘
子
・
列
禦
志
八
王
幾
何

而
往
、
則
戸
外
之
履
猟
突
Ｖ
。
（
ｕ
）
論
語
・
陽
貨
八
孔
子
時
其

亡
也
而
往
拝
之
Ｖ
。
（
吃
）
漢
書
・
藝
文
志
八
口
授
弟
子
、
弟
子

退
而
異
言
Ｖ
。
（
昭
）
（
馬
融
）
長
笛
賦
八
察
度
於
句
投
Ｖ
、
同
注

八
善
日
、
投
、
與
逗
古
宇
通
Ｖ
・
（
皿
）
（
李
百
藥
）
渡
漢
江
詩

八
長
歌
且
代
努
Ｖ
、
臓
異
記
八
乃
能
代
我
鋳
Ｖ
・
（
巧
）
（
杜
甫
）

贈
秘
書
監
江
夏
公
畠
八
紫
鰡
随
劔
几
、
義
取
無
虚
歳
Ｖ
・
（
焔
）

左
傳
・
襄
公
三
十
年
八
緯
縣
人
或
年
長
実
Ｖ
。
（
〃
）
禮
記
・
曲

禮
上
八
六
十
日
耆
Ｖ
。
（
焔
）
戦
國
・
秦
策
（
史
記
・
李
斯
傳
）
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八
諸
一
切
逐
客
Ｖ
。
（
四
）
後
漢
書
・
馬
融
傳
八
常
坐
高
堂
、
施

緯
紗
帳
、
前
授
生
徒
、
後
列
女
樂
Ｖ
・
（
別
）
孟
子
・
離
婁
上

八
既
不
能
令
、
叉
不
受
命
、
是
絶
物
也
Ｖ
。
（
虹
）
漢
書
・
劉
向

傳
人
陛
下
即
位
、
躬
親
節
倹
Ｖ
。
（
躯
）
漢
書
・
董
仲
靜
傳
八
下

帷
講
調
、
弟
子
傳
以
久
次
、
相
授
業
、
或
莫
見
其
面
Ｖ
。
（
詔
）

准
南
子
・
人
間
訓
八
聖
人
深
居
以
避
辱
Ｖ
。
（
鯉
）
漢
書
・
董
仲

好
傳
八
或
莫
見
其
面
Ｖ
、
禮
記
・
少
儀
八
牢
見
日
聞
名
Ｖ
。

（
妬
）
漢
書
・
董
仲
靜
傳
八
弟
子
傳
以
久
次
Ｖ
。
（
妬
）
漢
書
・
藝

文
志
八
申
公
獅
以
詩
經
爲
訓
話
Ｖ
。
（
”
）
漢
書
・
董
仲
好
仰

八
廉
恥
貿
飢
、
賢
不
肯
潭
散
Ｖ
・
（
詔
）
漢
書
・
藝
文
志
八
尚
書

欧
陽
章
句
三
十
一
巻
Ｖ
。
（
鋤
）
左
傳
・
襄
公
十
四
年
八
蓋
言
語

漏
洩
、
則
職
女
之
由
Ｖ
。
（
鋤
）
（
戴
叔
倫
）
寄
稗
帥
寺
華
上
人
次

韻
詩
八
睨
座
翻
萠
索
、
皐
比
喜
接
連
Ｖ
。
（
証
）
（
陸
機
）
擬
今
日

良
會
詩
八
高
謹
一
何
綺
Ｖ
。
（
犯
）
史
記
・
貨
殖
傳
八
誰
戸
説
以

砂
論
、
絡
不
能
化
Ｖ
、
漢
書
・
張
山
柑
傳
八
總
五
經
之
砂
論
、

立
師
傳
之
顯
位
Ｖ
。
（
詔
）
史
記
・
荊
鞆
傅
八
已
而
相
泣
、
秀
若

無
人
Ｖ
。
（
弘
）
左
傳
・
昭
公
五
年
八
屑
屑
焉
習
儀
以
亟
Ｖ
、
漢

書
・
董
仲
群
傳
八
凡
所
爲
屑
屑
、
夙
興
夜
採
、
務
法
上
古
者
、

叉
將
無
補
鰍
Ｖ
。
（
弱
）
臓
耕
録
・
評
帖
八
潭
乃
僧
希
日
所
模
、

…
拙
於
尋
行
數
墨
Ｖ
。
（
調
）
漢
書
・
質
誼
傳
八
順
首
係
頸
Ｖ
、

同
・
司
馬
遷
傳
八
叩
首
信
眉
、
論
列
是
非
Ｖ
・
（
訂
）
（
黄
庭
堅
）

考
試
局
與
孫
元
忠
博
士
…
作
竹
枝
歌
三
章
和
之
詩
八
南
宙
讃

害
鑿
伊
吾
Ｖ
。
（
犯
）
宋
史
・
張
壽
傳
八
攝
罵
附
會
Ｖ
、
玉
篇

八
攝
、
曝
儒
、
多
言
也
Ｖ
。
（
調
）
（
白
居
易
）
感
懐
詩
八
一
章

三
偏
讃
、
一
句
十
回
吟
Ｖ
。
（
“
）
詩
・
大
雅
・
抑
八
海
爾
諄

諄
Ｖ
、
孟
子
・
萬
章
上
八
天
與
之
者
、
諄
諄
然
命
之
乎
Ｖ
。

（
虹
）
論
語
・
子
張
八
望
之
倣
然
Ｖ
、
禮
記
・
檀
弓
下
八
侭
然
在

憂
服
之
中
Ｖ
。
（
姥
）
書
・
武
成
八
大
邦
畏
其
力
Ｖ
・
（
妃
）
周

禮
・
地
官
・
師
氏
八
師
氏
、
掌
以
微
詔
王
、
以
三
徳
教
國
子
Ｖ
。

（
“
）
史
記
・
准
陰
侯
傳
八
信
由
比
日
怨
望
、
居
常
鞍
鞁
Ｖ
。

（
妬
）
易
・
謙
八
謙
謙
君
子
、
卑
以
自
牧
也
Ｖ
。
（
“
）
史
記
・
准

陰
侯
傳
八
謙
讓
不
伐
己
功
Ｖ
・
（
岬
）
孝
經
・
聖
治
八
父
子
之

道
、
天
性
也
Ｖ
。
（
妃
）
論
語
・
述
而
八
海
人
不
倦
Ｖ
、
孟
子
・

公
孫
丑
上
八
教
不
倦
仁
也
Ｖ
、
荘
子
・
應
帝
王
八
學
道
不
勧
Ｖ
・

（
鱒
）
列
子
・
天
瑞
八
夫
天
地
、
空
中
一
細
物
Ｖ
・
（
別
）
書
・
武

成
八
惟
有
道
會
孫
周
王
發
Ｖ
、
論
語
・
學
而
八
君
子
食
無
求
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再
拝
稽
首
Ｖ
、
史
記
・
秦
始
皇
紀
八
逵
巡
遁
逃
而
不
敢
進
Ｖ
・

（
、
）
史
記
・
准
陰
侯
傳
八
其
鋒
不
可
常
Ｖ
。
（
別
）
（
揚
雄
）
解
噸

八
炎
炎
者
滅
、
隆
隆
者
絶
Ｖ
。
（
だ
）
史
記
・
荊
刺
傳
八
久
之
荊

刺
日
Ｖ
・
（
汚
）
史
記
・
酷
吏
傳
八
郷
文
學
Ｖ
・
（
科
）
詩
・
大

雅
・
思
齊
八
雌
雌
在
官
、
粛
粛
在
廟
Ｖ
。
（
巧
）
周
禮
・
地
官
・

師
氏
八
以
三
徳
教
國
子
Ｖ
、
孟
子
・
醐
章
下
八
舜
尚
見
帝
、
帝

餉
甥
干
式
室
Ｖ
。
（
花
）
禮
記
・
中
庸
八
既
稟
榊
事
Ｖ
。
（
万
）
周

禮
・
春
官
・
占
夢
八
占
夢
掌
其
歳
時
、
槻
天
地
之
會
、
辨
陰
陽

之
氣
Ｖ
、
史
記
・
封
禅
書
八
令
太
帆
識
以
歳
時
致
禮
Ｖ
・
（
沼
）

禮
記
・
文
王
世
子
八
凡
始
立
學
者
、
必
澤
愛
子
先
聖
先
師
Ｖ
・

（
刃
）
害
・
秦
誓
八
蜘
人
亦
日
、
危
哉
Ｖ
。
（
帥
）
史
記
・
太
史
公

序
八
天
下
翁
然
、
大
安
段
富
Ｖ
。
（
別
）
史
記
・
孫
子
傳
八
孫
子

與
有
力
焉
Ｖ
、
漢
書
・
外
戚
傳
八
魏
氏
有
力
Ｖ
。
（
艶
）
論
語
・

雍
也
八
文
質
彬
彬
、
然
後
君
子
Ｖ
、
史
記
・
太
史
公
序
八
文
學

彬
彬
稻
進
Ｖ
。
（
鋸
）
論
語
・
陽
貨
八
子
之
武
城
、
聞
弦
歌
之

聲
Ｖ
、
晉
書
・
儒
林
傳
八
東
序
西
膠
、
未
開
於
弦
調
Ｖ
。
（
鯉
）

孟
子
・
公
孫
丑
上
八
難
鳴
狗
吠
相
聞
、
而
逹
乎
四
境
Ｖ
。
（
路
）

後
漢
書
・
光
武
紀
八
建
武
十
九
年
、
修
西
京
宮
室
Ｖ
。
（
師
）
史
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記
・
劉
敬
傳
八
陛
下
都
洛
陽
、
豈
欲
與
周
室
比
隆
哉
Ｖ
。
（
師
）

（
班
固
）
東
都
賦
八
東
都
主
人
、
哨
然
而
歎
日
、
痛
乎
風
俗
之
移

人
也
Ｖ
。
（
錦
）
左
傳
・
襄
公
二
七
年
八
且
僻
質
使
之
Ｖ
。
（
的
）

論
語
・
先
進
八
居
則
日
、
不
吾
知
也
Ｖ
。
（
卯
）
禮
記
・
禮
迩

八
孔
子
日
、
大
道
之
行
也
、
與
三
代
之
英
、
丘
未
之
逮
也
、
而

有
志
焉
Ｖ
。
（
瓢
）
戦
國
・
趙
策
八
方
今
唯
秦
雄
天
下
Ｖ
。
（
兜
）

戦
國
・
燕
策
八
安
樂
無
事
Ｖ
、
史
記
・
平
準
書
八
漢
興
七
十
餘

年
、
國
家
無
事
Ｖ
。
（
兜
）
周
禮
・
考
工
記
・
總
目
八
作
而
行

之
、
謂
之
士
大
夫
Ｖ
。
（
“
）
害
・
畢
命
八
我
聞
、
日
、
世
緑
之

家
、
鮮
克
由
禮
、
以
蕩
陵
徳
Ｖ
、
孟
子
・
滕
文
公
上
八
士
世

祗
、
縢
固
行
之
突
Ｖ
。
（
妬
）
孟
子
・
告
子
下
八
士
無
世
官
、
官

事
無
攝
Ｖ
・
（
卵
）
（
韓
愈
）
賀
慶
雲
表
八
昇
平
之
符
既
兆
Ｖ
・

（
ｗ
）
後
漢
書
・
都
礁
傳
八
本
非
臣
等
所
能
寓
一
Ｖ
、
（
白
居
易
）

邊
映
府
王
大
夫
詩
八
與
君
萬
一
爲
交
代
Ｖ
・
（
兜
）
漢
書
・
丙
吉

傳
八
自
曾
孫
遭
遇
、
吉
絶
口
不
道
前
恩
Ｖ
。
（
的
）
論
語
・
季
氏

八
陳
力
就
列
、
不
能
者
止
Ｖ
・
（
川
）
左
俳
・
昭
公
六
年
八
民
於

是
乎
可
任
使
也
Ｖ
、
禮
記
・
中
庸
八
宮
盛
任
使
、
所
以
勵
大
臣

也
Ｖ
・
（
皿
）
左
傳
、
文
公
十
三
年
八
子
無
謂
秦
無
人
Ｖ
・
（
叩
）

詩
・
圃
風
・
鵤
鵲
八
予
手
拮
据
Ｖ
。
（
叩
）
詩
・
大
雅
・
械
撲
八
周

王
壽
考
、
暹
不
作
人
Ｖ
・
凧
）
孟
子
・
壼
心
上
八
得
天
下
英
才

而
教
育
之
Ｖ
。
（
咄
）
管
子
・
椛
修
八
民
之
修
小
幟
、
行
小
義
、

…
治
之
本
也
Ｖ
、
漢
書
・
公
孫
弘
傳
八
凡
此
四
者
、
治
之
本
、

道
之
用
也
Ｖ
。
（
川
）
論
語
・
公
治
長
八
吾
黛
之
小
子
狂
簡
Ｖ
。

（
叩
）
戦
幽
・
秦
策
八
此
眞
可
以
説
常
世
之
君
実
Ｖ
、
史
記
・
秦

始
皇
紀
八
槻
之
上
古
、
瞼
之
常
世
Ｖ
・
耐
）
孟
子
・
萬
章
上

八
宜
莫
如
舜
Ｖ
、
易
・
離
八
出
涕
佗
若
Ｖ
。
（
川
）
論
語
・
雍
也

八
知
者
樂
、
仁
者
壽
Ｖ
。
（
Ｕ
荘
子
・
天
下
八
與
世
俗
虚
Ｖ
、

史
記
・
武
帝
紀
八
其
所
語
、
世
俗
之
所
知
也
ｖ
ｏ
ｎ
）
禮
記
・

射
義
八
旗
期
梢
道
不
凱
者
Ｖ
。
（
塊
）
（
飽
照
）
洲
史
曲
八
萌
史
愛

年
少
、
凧
女
希
童
顔
Ｖ
。
（
哩
詩
・
梛
風
・
君
子
偕
老
八
震
髪

如
雲
Ｖ
、
左
傳
・
昭
公
二
六
年
八
白
哲
寶
鬚
眉
Ｖ
。
（
型
世
説

新
語
補
・
蝿
誕
上
八
趙
健
峡
肉
也
Ｖ
・
耐
）
澱
記
・
經
解
八
行

歩
則
有
環
凧
之
聲
Ｖ
◎
耐
）
易
・
漸
八
飲
食
術
術
、
不
素
飽

也
Ｖ
。
（
Ｕ
後
漢
書
・
逸
民
傳
八
建
武
中
、
男
女
要
嫁
既
畢
Ｖ
。

（
川
）
漢
書
・
胡
建
傳
八
監
御
史
與
護
軍
諸
校
、
列
座
堂
皇
上
Ｖ
。

（
畑
）
後
漢
書
・
馬
皇
后
紀
八
吾
但
當
含
飴
弄
孫
、
不
能
復
關
政
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実
Ｖ
・
（
伽
）
（
石
崇
）
思
歸
歎
八
高
歌
凌
雲
号
樂
餘
年
Ｖ
・
（
皿
）

（
張
耒
）
詩
八
清
眸
侑
酒
酔
百
蓋
Ｖ
。
（
唖
）
禮
記
・
王
制
八
天
子

Ｕ
畔
雍
、
諸
侯
日
頻
宮
Ｖ
・
（
脇
）
詩
・
大
雅
・
霊
臺
八
經
始
懸

臺
Ｖ
・
面
）
詩
・
小
雅
・
甫
田
八
蒸
我
毫
士
Ｖ
。
（
鰯
）
筍
子
・

勧
學
八
銭
而
不
舍
、
金
石
可
錘
Ｖ
、
（
班
固
）
西
都
賦
八
金
石
岬

蝶
Ｖ
。
（
伽
）
詩
・
鄭
風
・
子
衿
八
青
青
子
衿
、
悠
悠
我
心
Ｖ
・

（
噸
）
詩
・
郡
風
・
柏
舟
八
威
儀
棟
棟
、
不
可
選
也
Ｖ
。
（
期
）

詩
・
周
南
・
葛
草
八
黄
烏
干
飛
Ｖ
。
（
剛
）
詩
・
椰
風
・
燕
燕

八
燕
燕
干
飛
、
下
上
其
音
Ｖ
・
（
剛
）
詩
・
椰
風
・
雄
雄
八
臘
彼

日
月
Ｖ
、
同
・
小
雅
・
甫
田
之
什
八
膳
彼
洛
英
Ｖ
。
（
皿
）
荘
子

・
漁
父
八
孔
子
勝
於
継
帷
之
林
、
休
坐
乎
杏
壇
之
上
Ｖ
。
（
醜
）

論
語
・
子
牢
八
唐
棟
之
華
、
偏
其
反
而
Ｖ
、
詩
・
大
雅
・
桑
柔

八
旗
桃
有
刷
Ｖ
。
（
咄
）
書
・
尭
典
八
黎
民
於
愛
時
雍
Ｖ
・
（
剛
）

（
杜
甫
）
立
秋
雨
院
中
有
作
詩
八
立
秋
雨
院
中
有
作
詩
Ｖ
。
（
剛
）

孟
子
・
梁
惠
王
上
八
古
之
人
與
民
偕
樂
、
故
能
樂
也
Ｖ
。
（
剛
）

論
語
・
公
治
長
八
吾
黛
之
小
子
狂
簡
、
斐
然
成
章
Ｖ
。
（
Ｗ
）

詩
・
大
雅
・
文
王
八
濟
濟
多
士
、
文
王
以
寧
Ｖ
。
（
酬
）
詩
・
小

雅
・
我
行
其
野
八
樂
只
君
子
、
邦
家
之
光
Ｖ
・
（
剛
）
臘
記
・
雌

運
八
麟
鳳
鏥
龍
、
謂
之
四
霊
Ｖ
、
（
杜
甫
）
幽
人
詩
八
鱗
鳳
在
赤

霄
、
何
當
一
來
儀
Ｖ
。
（
Ⅷ
）
（
質
誼
）
弔
屈
原
賦
八
鳳
凰
翔
千

偲
号
、
覧
徳
輝
而
下
之
Ｖ
。
（
皿
）
（
揚
雄
）
太
玄
經
八
炳
如
彪

如
Ｖ
。
（
岬
）
論
語
・
述
而
八
述
而
不
作
、
信
而
好
古
、
籟
比
於

我
老
彰
Ｖ
。
（
咄
）
臘
記
・
王
制
八
升
干
學
者
、
不
征
干
司
徒
、

日
造
士
Ｖ
。
（
皿
）
史
記
・
孔
子
世
家
八
孔
子
以
詩
書
禮
樂
、
教

弟
子
、
蓋
三
千
焉
Ｖ
・
耐
）
詩
・
大
雅
・
既
酔
八
孝
子
不
直
、

永
錫
爾
類
Ｖ
。
（
咄
）
詩
・
大
雅
・
下
武
八
於
萬
斯
年
、
受
天
之

砧
Ｖ
。

（

１

）

県
先
生
八
十
の
序

（

２

）

こ
の
年
、
次
公
（
山
県
周
南
）
は
、
藩
主
の
参
勤
交
替
に
従

っ
て
江
戸
に
来
た
が
、
九
月
に
な
っ
て
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
私
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
依
頼
を
述
べ
た
。

《
わ
が
父
は
す
で
に
八
十
歳
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
わ

た
く
し
孝
蠕
は
貧
し
い
た
め
に
華
や
か
に
お
祝
い
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
先
生
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
て
わ
が

父
の
喜
び
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
》
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思
い
返
す
と
、
次
公
が
私
の
下
に
入
門
し
た
と
き
、
県
先
生

（

３

）

（
山
県
良
斎
）
は
一
度
私
の
所
に
お
い
で
に
な
ら
れ
た
。
県
先

生
と
は
そ
の
と
き
始
め
て
お
会
い
し
た
が
、
今
か
ら
二
十
年
ほ

ど
も
前
の
こ
と
に
な
る
。
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
次
公
の
学
問
は

大
い
に
進
展
し
、
経
書
を
携
え
て
藩
の
軍
役
の
と
こ
ろ
に
赴
く

た
め
に
少
し
も
暇
が
な
い
ば
か
り
か
、
国
中
の
藩
士
の
子
弟
が

教
え
を
請
い
、
履
物
が
い
つ
も
入
り
口
に
溢
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。
教
え
を
請
う
者
は
、
次
公
が
留
守
だ
と
分
か
っ
て
も

帰
る
こ
と
な
く
待
っ
て
い
る
た
め
に
、
県
先
生
が
「
孝
儒
に
代

わ
っ
て
教
え
よ
う
」
と
述
べ
て
、
み
ず
か
ら
句
読
を
授
け
て
い

る
そ
う
で
あ
る
。
次
公
が
藩
主
の
参
勤
交
替
に
従
っ
て
東
西
に

奔
走
し
て
暇
が
無
い
の
に
、
な
が
く
国
元
に
止
ま
っ
て
い
る
他

の
学
者
よ
り
も
、
県
氏
の
学
徒
が
盛
ん
な
理
由
は
こ
こ
に
あ
る

》
ｈ
ノ
○考

え
て
象
れ
ぱ
、
県
先
生
は
私
よ
り
も
二
十
歳
ほ
ど
年
長

で
、
こ
と
し
八
十
歳
で
あ
る
。
な
ん
と
も
壮
健
な
こ
と
で
あ

る
。
私
は
と
い
え
ば
、
わ
ず
か
六
十
歳
な
の
に
疲
れ
が
甚
だ
し

く
、
教
え
を
請
う
者
を
す
べ
て
断
っ
て
お
り
、
人
と
の
交
際
を

絶
っ
て
誇
り
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
比
べ
る
と
な
ん
と
大

連
い
な
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
み
ず
か
ら
句
読
を
授
け
る
こ
と

を
避
け
、
帳
を
下
ろ
し
た
奥
に
い
て
、
た
ま
に
顔
を
見
せ
た
と

し
て
も
古
参
の
弟
子
に
代
わ
り
を
さ
せ
る
と
い
う
の
が
、
い
ま

の
教
師
の
常
で
あ
る
。
い
ま
の
学
者
が
字
句
も
文
章
も
解
釈
が

乱
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ま
の
学
者

は
、
立
派
に
し
つ
ら
え
た
講
義
の
席
で
は
、
高
尚
な
議
論
を
説

き
、
傍
若
無
人
に
振
る
舞
い
、
尊
大
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

日
々
に
若
い
も
の
と
と
も
に
努
力
し
、
丁
寧
に
字
句
を
お
っ

て
、
顔
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
し
な
が
ら
、
絶
え
ず
ロ
か
ら
読

書
の
声
が
つ
い
て
出
て
、
一
つ
の
章
を
何
十
回
と
な
く
読
み
な

が
ら
、
そ
れ
で
も
な
お
止
む
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
い

っ
た
い
誰
が
し
て
い
る
と
い
う
の
か
。
県
先
生
は
久
し
い
以
前

か
ら
大
国
の
「
師
氏
」
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
公
を

私
の
下
に
学
ば
せ
た
。
こ
れ
こ
そ
、
つ
ね
に
何
ご
と
も
可
能
な

か
ぎ
り
推
及
し
て
、
そ
れ
が
無
理
だ
と
分
か
っ
た
ら
、
ヘ
リ
下

っ
て
自
分
を
養
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
謙
譲
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
る
。
親
子
の
間
は
生
来
の
定
め
で
あ
る
に
し
て
も
、
教
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え
て
飽
き
る
こ
と
が
な
く
、
細
か
な
事
ま
で
も
漏
ら
す
こ
と
が

な
い
、
こ
れ
こ
そ
が
、
古
の
優
れ
た
君
子
の
行
な
い
と
い
え
よ

う
。
県
先
生
は
私
よ
り
も
二
十
歳
ほ
ど
年
長
で
あ
り
、
私
に
学

ぶ
こ
と
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
私
の
こ
と
を
理
解
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
い
ま
ま
で
学
ん
だ
朱
子
学
を
堅
く
守

り
、
世
の
中
の
変
化
に
従
っ
て
言
語
も
変
わ
る
と
い
う
私
の
説

を
知
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
自
分
の
仕
事
だ
と
言

っ
て
、
ゑ
ず
か
ら
誠
実
に
子
息
の
肩
代
わ
り
を
さ
れ
る
こ
と
が

あ
ろ
う
か
。
漢
の
劉
向
・
劉
散
の
よ
う
に
、
父
と
子
が
互
い
に

（

４

）

意
見
を
異
に
し
て
非
難
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
県
先

生
の
方
が
先
に
私
を
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ゑ
ず
か

ら
謙
遜
し
て
学
ぶ
暇
が
な
い
と
い
わ
れ
て
、
わ
が
子
に
よ
っ
て

新
た
な
知
見
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
士

人
と
し
て
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
そ
の
見
識
が
公
明
正
大
で
、

「
三
公
」
の
地
位
を
も
っ
て
し
て
も
そ
の
志
を
改
め
な
い
こ
と

に
あ
る
の
だ
か
ら
、
弓
馬
を
専
門
と
す
る
こ
と
を
あ
え
て
承
服

し
、
そ
れ
が
卑
し
い
と
辞
退
し
な
い
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。
「
お

前
は
外
に
で
て
、
私
は
こ
こ
に
残
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
道
を
歩

糸
、
お
互
い
の
為
す
べ
き
こ
と
を
か
わ
る
が
わ
る
つ
と
め
て
、

そ
の
完
成
を
目
指
そ
う
」
、
と
い
う
こ
と
に
ち
が
い
な
い
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
県
先
生
は
私
の
下
で
学
ば
な
か
っ
た
に
し
て

も
、
以
前
か
ら
私
の
こ
と
を
理
解
さ
れ
て
い
た
と
分
か
る
。
も

し
も
、
あ
な
た
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
ど
う
し
て
私
が

断
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

以
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
次
公
は
私
の
塾
に
三
年
間
止
ま
っ

て
本
国
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
帰
っ
て
か
ら
五
年
し
て
、
朝
鮮
か

（

５

）

ら
の
使
節
が
訪
れ
る
と
い
う
機
会
が
到
来
し
た
。
使
節
の
船
が

赤
関
（
下
関
）
に
泊
ま
っ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
朝
鮮
の
学
者
は

「
文
学
」
に
熟
達
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
日
本

中
の
学
者
が
、
自
分
の
技
芸
を
磨
い
て
彼
ら
と
競
お
う
と
し

た
。
次
公
も
ま
た
彼
ら
を
訪
れ
て
試
し
て
ゑ
た
。
と
こ
ろ
が
、

彼
ら
は
た
め
ら
っ
て
次
公
と
正
面
か
ら
競
う
こ
と
を
避
け
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
次
公
の
名
は
高
め
ら
れ
、
日
本

中
の
学
者
で
次
公
の
名
を
知
ら
な
い
者
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
時
を
経
た
が
、
い
ま
の
藩
主
は
「
文
学
」
を

（

６

）

重
ん
じ
、
藩
内
に
学
校
を
造
り
、
藩
の
重
役
た
ち
の
子
弟
を
入
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学
さ
せ
た
。
そ
こ
で
、
次
公
の
待
遇
も
そ
れ
に
応
じ
た
も
の
と

な
っ
た
。
毎
年
の
定
ま
っ
た
時
期
に
先
聖
・
先
師
を
厳
か
に
祭

祀
し
た
か
ら
、
藩
内
の
人
々
も
承
な
教
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
こ
れ
は
次
公
の
働
き
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
公
に

（

７

）

教
え
を
受
け
た
者
も
、
和
智
某
・
小
田
村
某
・
窪
井
某
な
ど
数

十
人
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
現
わ
れ
、
詩
文
を
朗
詞
す
る
声
が
国
中
に

響
き
渡
っ
て
い
る
と
い
う
。
数
年
も
す
れ
ば
、
西
京
（
京
都
）

を
凌
ぎ
、
東
都
（
江
戸
）
に
匹
敵
す
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
な
ん

と
も
盛
ん
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
さ
せ
た
の

は
ま
さ
し
く
県
先
生
な
の
で
あ
る
。

士
人
た
る
も
の
、
つ
れ
日
頃
か
ら
自
分
に
は
志
が
な
い
と
言

う
者
が
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
い
ま
や
日
本
は
平
和
で
あ
り
、

士
も
大
夫
も
柔
な
俸
禄
と
役
職
を
世
襲
し
て
い
る
。
役
職
に
つ

け
ば
、
賢
い
と
か
愚
か
と
い
う
こ
と
に
は
関
係
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
が
い
ま
ま
で
の
こ
と
を
踏
襲
し
て
い
る
。
平
和
な
世
の
中
が

百
年
続
け
ば
、
賢
い
人
と
か
愚
か
な
人
と
い
う
こ
と
に
は
関
係

な
く
百
年
が
過
ぎ
て
ゆ
く
。
い
ま
不
足
し
て
い
る
も
の
は
人
材

で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
士
の
職
分
は
低
く
、
そ
の
俸
禄
も
少
な

い
。
志
が
あ
っ
た
と
し
て
も
何
が
で
き
よ
う
か
。
万
が
一
、
よ

い
機
会
に
巡
り
合
い
、
自
分
の
能
力
の
か
ぎ
り
を
尽
く
し
て
役

職
の
序
列
に
就
い
た
と
し
て
も
、
任
用
す
べ
き
人
物
が
お
ら

ず
、
一
人
で
忙
し
く
働
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
、
志
が
あ

っ
た
と
し
て
も
い
っ
た
い
何
が
で
き
よ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
が
、

平
和
な
時
代
の
憂
い
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
文
王
は
人
々
を

育
成
し
、
孔
子
は
優
れ
た
人
材
の
教
育
を
楽
し
み
と
し
た
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
学
校
は
治
の
本
で
あ
り
、
儒
者
の
仕
事

だ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
わ
が
党
の
士

人
の
中
で
、
い
ま
の
世
の
中
に
自
分
の
志
を
実
践
で
き
て
い
る

の
は
、
次
公
以
上
の
者
は
い
な
い
。
県
先
生
に
と
っ
て
は
、
な

ん
と
も
楽
し
み
な
こ
と
で
あ
る
。
伝
（
論
語
）
に
は
、
「
知
者

は
楽
し
ぷ
、
仁
者
は
長
命
で
あ
る
」
と
あ
る
。
県
先
生
は
、
知

者
と
仁
者
の
二
つ
の
兼
ね
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
世
間
で
ほ
め

た
た
え
て
い
る
よ
う
な
、
若
々
し
い
顔
と
黒
く
艶
や
か
な
髪
、

食
欲
も
旺
盛
で
、
ゆ
っ
た
り
歩
き
、
子
供
た
ち
も
結
婚
し
、
一

日
中
座
敷
に
座
り
、
飴
を
し
ゃ
ぶ
っ
て
孫
の
相
手
を
し
、
晩
年

を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
す
と
い
っ
た
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
比
べ
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も
の
に
な
ら
な
い
。

次
公
が
帰
っ
て
行
く
の
に
際
し
て
、
詩
八
章
を
作
り
与
え
、

県
先
生
の
前
で
次
公
に
朗
調
さ
せ
て
、
お
祝
い
の
酒
を
勧
め
さ

せ
よ
う
。

立
派
な
学
校
が
、
こ
こ
に
造
り
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
集
う

俊
秀
の
士
は
、
師
氏
が
教
え
の
労
を
と
る
者
た
ち
で
あ
る
。

学
校
は
す
で
に
落
成
し
、
授
業
開
始
の
鐘
の
音
が
響
く
。
学

生
た
ち
よ
、
威
儀
を
正
す
が
よ
い
。

大
い
な
る
弦
歌
が
流
れ
る
、
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
。
黄
鳥
も

来
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
鳴
き
な
が
ら
上
が
り
下
が
り
し
て
い

る
。講

学
所
を
見
上
げ
る
と
、
花
び
ら
が
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
舞
い

落
ち
る
。
学
生
た
ち
よ
、
ゆ
っ
た
り
と
学
ぶ
が
よ
い
。

学
生
た
ち
は
、
さ
か
ん
に
詩
文
を
作
っ
て
い
る
。
師
氏
も
ま

た
と
も
に
楽
し
ん
で
い
る
。

楽
し
む
も
の
は
何
か
、
志
は
大
き
い
が
粗
い
者
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
だ
。
優
れ
た
人
材
の
輩
出
は
、
邦
家
に
と
っ
て
よ
い
兆

し
で
あ
る
。

よ
い
兆
し
と
は
何
か
、
﹇
聖
人
の
出
現
を
示
す
﹈
鳳
凰
で
あ

ろ
う
か
騏
麟
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
が
そ
ろ
っ
て
下
々
を
教
化
す

れ
ば
、
な
ん
と
盛
ん
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

む
か
し
老
彰
は
、
士
を
三
千
人
育
成
し
た
と
い
う
。
師
氏
は

よ
き
子
孫
を
得
て
、
こ
れ
こ
そ
が
万
年
の
寿
で
あ
る
。

〔

訳

注

〕

（
１
）
本
作
品
の
成
立
は
、
本
文
中
に
祖
株
が
「
耆
」
す
な
わ

ち
六
十
歳
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
享
保
十
（
一
七
二
五
）

年
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
平
石
直
昭
氏
は
『
荻
生
祖
採
年

譜
考
』
の
な
か
で
、
こ
の
沮
採
の
年
齢
と
、
本
年
夏
に
宇
野

士
朗
や
入
江
若
水
が
江
戸
を
去
る
に
際
し
て
周
南
が
送
序
を

著
し
て
い
る
こ
と
と
を
論
拠
に
、
本
作
品
の
成
立
を
享
保
十

年
と
し
て
い
る
。

（
２
）
山
県
周
南
、
名
は
孝
儒
ま
た
は
文
蠕
、
字
は
次
公
。
貞

享
四
二
六
八
七
）
年
に
生
れ
、
宝
暦
二
二
七
五
二
）
年

没
。
長
州
藩
に
仕
え
、
明
倫
館
の
学
頭
（
祭
酒
）
と
な
る
。

本
文
に
あ
る
よ
う
に
三
年
間
祖
裸
に
学
ん
だ
が
、
宝
永
五
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二
七
○
六
）
年
に
長
州
に
戻
っ
た
。
そ
の
際
、
祖
侠
は
「
次

公
字
敏
贈
行
」
（
『
祖
棟
集
』
巻
十
）
を
著
し
て
い
る
。
「
次

公
字
叙
贈
行
」
に
つ
い
て
は
訳
注
稿
（
一
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
３
）
山
県
良
斎
、
名
は
長
伯
（
長
白
）
、
字
は
子
成
。
別
号
を

雲
洞
と
も
い
う
。
長
州
藩
藩
儒
で
あ
っ
た
。
『
周
南
文
集
』

巻
十
に
所
収
さ
れ
た
、
服
部
南
郭
が
撰
述
し
た
「
周
南
先
生

墓
碑
」
お
よ
び
子
息
の
山
県
泰
恒
が
著
し
た
「
先
考
周
南
先

生
行
状
」
に
よ
る
と
、
山
県
氏
は
も
と
も
と
安
芸
（
広
島
）

に
い
た
が
、
毛
利
輝
元
の
移
封
に
従
っ
て
周
防
に
移
っ
た
と

い
う
。
良
斎
は
、
毛
利
一
族
の
海
北
君
に
仕
え
て
い
た
。
こ

の
海
北
君
は
、
鎌
倉
初
期
の
天
野
遠
景
の
子
孫
で
、
天
野
姓

を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
跡
継
ぎ
が
絶
え
た
た
め
に
毛
利
家
か

ら
元
政
が
入
り
、
同
時
に
毛
利
家
に
重
臣
と
し
て
仕
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
子
元
倶
の
と
き
、
毛
利
の
姓
を
貰
い
、

裟
摩
郡
海
北
を
拠
点
と
し
た
、
と
い
う
家
柄
で
あ
る
（
『
周

南
文
集
』
巻
八
「
海
北
君
毛
利
文
子
神
道
碑
」
に
よ
る
）
。

海
北
毛
利
家
で
は
、
そ
の
後
、
元
倶
の
孫
に
当
た
る
就
信
の

と
ぎ
、
跡
継
ぎ
が
急
死
し
た
た
め
、
藩
主
の
弟
で
、
後
に
藩

主
青
雲
公
（
毛
利
吉
広
）
と
な
る
人
物
が
養
子
と
な
っ
た
。

良
斎
は
こ
の
青
雲
公
に
「
師
儒
」
と
し
て
仕
え
た
。
や
が
て

青
雲
公
が
本
藩
（
長
州
藩
）
藩
主
と
な
る
と
、
そ
れ
に
従
っ

て
長
門
の
萩
に
移
り
、
以
前
と
同
じ
く
側
に
仕
え
た
が
「
碩

儒
」
と
し
て
尊
敬
さ
れ
た
と
い
う
。
朱
子
学
を
学
ん
で
厳
格

な
教
育
で
知
ら
れ
て
い
た
。
松
村
氏
を
要
り
、
三
人
の
男
子

を
得
た
が
、
長
男
は
は
や
く
亡
く
な
り
、
次
男
が
周
南
、
三

男
の
喬
昭
君
は
多
田
氏
の
養
子
と
な
っ
た
と
い
う
。

（
４
）
『
漢
書
』
劉
散
伝
に
よ
る
と
、
『
春
秋
』
に
関
し
て
、
父

の
向
は
『
穀
梁
伝
』
を
、
息
子
の
歌
は
『
左
伝
』
を
重
ん
じ

て
お
り
、
敵
は
し
ば
し
ば
父
向
の
見
解
を
非
難
し
た
が
、
向

は
そ
の
見
解
を
変
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
良
斎

は
朱
子
学
、
周
南
は
柤
株
学
（
復
古
学
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
信

奉
し
て
い
た
学
問
が
異
な
る
点
は
向
・
散
父
子
と
同
じ
で
あ

る
が
、
良
斎
・
周
南
は
お
互
い
に
争
う
こ
と
な
く
子
弟
を
教

え
て
い
る
と
、
柤
採
が
述
べ
て
い
る
も
の
と
解
釈
し
た
。

（
５
）
周
南
が
長
州
藩
の
接
待
役
と
し
て
赤
間
関
（
下
関
）
で

朝
鮮
通
信
使
と
会
見
し
た
の
は
、
正
徳
元
（
一
七
一
二
年
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の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
詩
文
は
、
安
藤
東
野
ら
他
の

柤
採
一
門
の
作
品
と
と
も
に
翌
年
刊
行
さ
れ
た
『
問
嵯
崎

賞
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
６
）
長
州
藩
の
明
倫
館
が
落
成
し
た
の
は
、
享
保
四
二
七

一
九
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
藩
主
吉
元
に
代
わ
り

周
南
が
作
っ
た
「
明
倫
館
落
成
祭
先
聖
告
文
」
お
よ
び
「
明

倫
館
釈
菜
祝
文
」
が
『
周
南
文
集
』
巻
九
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
明
倫
館
設
立
に
関
す
る
周
南
の
活
動
は
、
「
長

門
明
倫
館
記
」
（
『
周
南
文
集
』
巻
七
）
や
「
先
考
周
南
先
生

行
状
」
（
『
周
南
文
集
』
巻
十
）
な
ど
に
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
藩
校
の
設
立
に
周
南
が
重
要
な
役
割
を
果
し

た
に
し
て
も
、
明
倫
館
の
初
代
学
頭
は
朱
子
学
を
奉
じ
て

い
た
小
倉
尚
斎
で
あ
り
、
周
南
が
学
頭
と
な
る
の
は
、
尚
斎

が
死
去
し
た
元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
中
に
桑
え
る
祖
株
の
周
南
に
対
す

る
評
価
は
、
若
干
身
び
い
き
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
明
倫
館
設
立
に
関
わ
る
周
南
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
若

水
俊
『
祖
株
と
そ
の
門
人
の
研
究
』
門
人
篇
第
四
章
「
祖
採

学
の
地
方
へ
の
浸
透
ｌ
山
県
周
南
と
萩
明
倫
館
の
場
合

ｌ
」
（
三
一
書
房
、
一
九
九
三
年
）
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

（
７
）
本
文
に
「
和
某
」
「
田
某
」
「
井
某
」
と
記
さ
れ
て
い

る
、
こ
の
門
人
三
名
は
、
和
智
東
郊
・
小
田
村
卿
山
・
窪
井

鶴
汀
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
祖
裸
の
周
南
宛
の
書
簡
、
「
与
県

次
公
」
第
十
に
「
田
郎
」
「
和
生
」
（
『
祖
採
集
』
巻
二
十
一
）

の
名
が
、
ま
た
「
与
県
次
公
」
第
十
二
（
同
前
）
に
「
子

華
」
「
子
濯
」
の
名
が
柔
え
る
。
こ
の
う
ち
「
和
生
」
・
「
子

華
」
は
和
智
東
郊
の
こ
と
、
「
田
郎
」
は
、
周
南
に
同
行
し

て
祖
株
に
面
会
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
小
田
村
郡

山
の
こ
と
、
「
子
濯
」
は
山
根
華
陽
の
こ
と
で
あ
る
。
「
井

某
」
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
周
南
の
門
人
で
「
井
維
忠
」

な
い
し
「
井
良
佐
」
と
称
し
た
窪
井
鶴
汀
の
こ
と
だ
と
推
測

さ
れ
る
。

和
智
東
郊
、
名
は
君
実
・
棟
卿
、
字
は
子
華
・
子
等
。
和

東
郊
・
和
様
卿
、
あ
る
い
は
本
姓
が
藤
原
氏
の
た
め
滕
子

華
・
滕
子
薯
と
称
し
た
。
著
書
に
『
東
郊
先
生
文
集
』
な
ど
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が
あ
る
。
明
和
二
二
七
六
五
）
年
に
六
十
三
歳
で
没
す
。

と
こ
ろ
で
、
『
祖
採
集
』
巻
二
十
五
に
祖
棟
の
東
郊
宛
の
書

簡
「
答
和
君
実
」
・
「
復
子
華
」
の
二
通
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
平
石
直
昭
氏
は
『
荻
生
祖
妹
年
譜
考
』
の
な
か
で
、
こ

の
二
通
を
と
も
に
享
保
十
二
七
二
五
）
年
の
成
立
と
推
定

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
和
君
実
」
と
「
子
華
」
と
を
別

人
と
理
解
し
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
「
答
和
君
実
」
が
君

実
と
い
う
名
を
、
「
復
子
華
」
が
子
華
と
い
う
字
を
記
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
「
答
和
君
実
」
の
成
立
は
享
保
十
年
と
し

て
も
、
「
復
子
華
」
の
成
立
は
、
そ
れ
以
降
の
時
期
、
お
そ

ら
く
享
保
十
二
二
七
二
七
）
年
に
周
南
が
江
戸
か
ら
帰
る

際
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
に
来
た
周
南
が
東
郊
の
書

簡
を
祖
採
に
渡
し
た
返
事
で
あ
り
、
す
で
に
書
簡
を
通
じ
て

既
知
の
間
柄
で
あ
る
た
め
に
「
子
華
」
と
い
う
字
を
記
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

小
田
村
郡
山
、
名
は
望
之
、
字
は
公
望
・
士
彦
、
別
号
は

鹿
門
、
田
公
望
あ
る
い
は
田
望
之
と
称
し
た
。
著
書
な
ど
に

つ
い
て
は
不
明
。
明
和
四
二
七
六
七
）
年
に
六
十
四
歳
で

没
し
て
い
る
。

窪
井
鶴
汀
、
名
は
惟
忠
（
維
忠
）
・
惟
恭
、
字
は
良
佐
・
良

祐
。
井
維
忠
・
井
良
佐
と
称
す
る
。
著
書
に
宝
暦
九
二
七

五
九
）
年
刊
行
の
『
為
学
正
論
』
、
明
和
三
二
七
六
六
）
年

刊
行
の
『
古
訓
輯
要
』
な
ど
が
あ
り
、
詩
文
よ
り
も
経
学
に

進
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
正
没
は
不
明
。

な
お
、
服
部
南
郭
が
撰
述
し
た
「
周
南
先
生
墓
碑
」
（
『
周

南
文
集
』
巻
十
お
よ
び
『
南
郭
集
』
四
編
・
巻
八
）
に
は
、

周
南
の
門
人
十
数
人
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
、
そ
の
順

序
に
従
っ
て
挙
げ
る
と
、
山
子
濯
（
山
根
華
陽
）
・
田
望
之

（
小
田
村
卿
山
）
・
津
士
雅
（
津
田
東
陽
）
・
倉
彦
平
（
小
倉

鹿
門
）
・
滕
子
薯
（
和
智
東
郊
）
・
田
子
恭
（
田
坂
溌
山
）
・
仲

子
路
（
仲
子
岐
陽
）
・
曽
子
泉
（
増
野
雲
門
）
・
林
義
卿
（
林

東
漠
）
・
瀧
弥
八
（
瀧
鵺
台
）
・
県
魯
彦
（
山
県
洙
川
）
・
秦

貞
夫
（
秦
守
節
）
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
祖
採
没
後
、
南
郭
と

交
流
の
あ
っ
た
周
南
の
門
人
は
、
書
簡
な
ど
を
ゑ
る
と
、
山

根
華
陽
・
瀧
鶴
台
・
小
田
村
卿
山
・
和
智
東
郊
・
仲
子
岐
陽

に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
窪
井
鶴
汀
の
名
は
み
え
な
い
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が
、
太
宰
春
台
の
「
答
次
公
書
」
鋪
一
（
『
紫
芝
園
後
稿
』
巻

十
三
）
に
は
、
「
井
生
」
が
尋
ね
て
来
た
こ
と
を
述
べ
、
そ

の
人
物
を
誉
め
て
お
り
、
こ
の
「
井
生
」
は
窪
井
鶴
汀
の
こ

と
と
推
定
さ
れ
る
。

（

澤

井

）


